
第48期決算公告　元旦ビューティ工業株式会社

流動資産 4,035,881 流動負債 3,439,651
現⾦及び預⾦ 352,073 ⽀払⼿形 1,649,950
受取⼿形 335,741 買掛⾦ 457,539
売掛⾦ 916,568 ⼯事未払⾦ 345,337
完成⼯事未収⼊⾦ 852,045 １年内返済予定の⻑期借⼊⾦ 472,950
製品 484,080 未払⾦ 145,960
仕掛品 7,742 未払法⼈税等 19,942
未成⼯事⽀出⾦ 355,836 未成⼯事受⼊⾦ 174,707
原材料 496,625 製品保証引当⾦ 25,302
繰延税⾦資産 47,390 設備関係⽀払⼿形 29,866
未収⼊⾦ 60,716 その他 118,095
その他 141,891 固定負債 1,749,744
貸倒引当⾦ △ 14,831 ⻑期借⼊⾦ 962,000

固定資産 4,846,945 繰延税⾦負債 333,090
有形固定資産 3,372,553 退職給付引当⾦ 443,307

建物 1,184,906 その他 11,346
構築物 36,210 負 債 合 計 5,189,396
機械及び装置 325,764
⾞両運搬具 1,950 株主資本 2,917,211
⼯具、器具及び備品 17,110 資本⾦ 1,266,921
⼟地 1,805,398 利益剰余⾦ 1,667,089
建設仮勘定 1,211 利益準備⾦ 17,649

無形固定資産 36,239 その他利益剰余⾦ 1,649,439
ソフトウエア 17,601  繰越利益剰余⾦ 1,649,439
その他 18,638 ⾃⼰株式  △ 16,798

投資その他の資産 1,438,152 評価・換算差額等 776,219
投資有価証券 1,239,248 その他有価証券評価差額⾦ 776,219
破産更⽣債権等 129,486
会員権 89,100
その他 198,038
貸倒引当⾦ △ 217,720 純 資 産 合 計 3,693,430
資 産 合 計 8,882,826 負 債 ・ 純 資 産 合 計 8,882,826

（純資産の部）

貸借対照表

⾦  額科   ⽬ 科   ⽬⾦  額
（単位：千円）

（平成３０年３⽉３１⽇現在）

（資産の部） （負債の部）
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（単位：千円）

11,000,452
7,978,838
3,021,613
2,898,151

123,461

7,929
37,808 45,738

16,118
44,624 60,742

108,456
108,456

61,537
13,491 75,029

33,427
法⼈税等調整額
当期純利益

税引前当期純利益
法⼈税、住⺠税及び事業税

営業外費⽤
⽀払利息
その他
経常利益

売上総利益
販売費及び⼀般管理費

営業利益
営業外収益

受取利息及び配当⾦
その他

損益計算書
（⾃平成２９年４⽉１⽇ ⾄平成３０年３⽉３１⽇）

科                   ⽬ ⾦       額
売上⾼
売上原価
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（単位：千円）

その他利益
剰余⾦

繰越利益
剰余⾦

平成２９年４⽉１⽇残⾼ 1,266,921 15,347 1,641,329 1,656,677 △ 16,779 2,906,818
事業年度中の変動額

剰余⾦の配当 -                  2,301 △ 25,318 △ 23,016 -                  △ 23,016
当期純利益 -                  -                  33,427 33,427 -                  33,427
⾃⼰株式の取得 -                  -                  -                  -                  △ 18 △ 18
株主資本以外の項⽬の事
業年度中の変動額(純額)

-                  -                  -                  -                  -                  -                  

事業年度中の変動額合計 -                  2,301 8,109 10,411 △ 18 10,392
平成３０年３⽉３１⽇残⾼ 1,266,921 17,649 1,649,439 1,667,089 △ 16,798 2,917,211

その他有価証券
評価差額⾦

評価・換算
差額等合計

平成２９年４⽉１⽇残⾼ 277,190 277,190 3,184,009
事業年度中の変動額

剰余⾦の配当 -                  -                  △ 23,016
当期純利益 -                  -                  33,427
⾃⼰株式の取得 -                  -                  △ 18
株主資本以外の項⽬の事
業年度中の変動額(純額)

499,029 499,029 499,029

事業年度中の変動額合計 499,029 499,029 509,421
平成３０年３⽉３１⽇残⾼ 776,219 776,219 3,693,430

株主資本等変動計算書
（自　平成２９年４月１日　至　平成３０年３月３１日）

利益準備⾦

評価・換算差額等
純資産合計

株主資本
合計

株主資本

資本⾦ 利益剰余⾦
合計

⾃⼰株式

利益剰余⾦
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記載⾦額は、千円未満の端数を切り捨てて表⽰しております｡

重要な会計⽅針に係る事項に関する注記
１．資産の評価基準及び評価⽅法

(1)有価証券の評価基準及び評価⽅法
その他有価証券

時価のあるもの……………………

時価のないもの…………………… 移動平均法による原価法
(2)デリバティブの評価基準及び評価⽅法

デリバティブ……………………… 時価法
(3)棚卸資産の評価基準及び評価⽅法

製品、仕掛品、原材料……………

未成⼯事⽀出⾦……………………

２．固定資産の減価償却の⽅法
(1)有形固定資産（リース資産を除く）……定率法

主な耐⽤年数

(2)無形固定資産（リース資産を除く）……定額法
主な耐⽤年数

⾃社利⽤のソフトウェア
（社内における利⽤可能期間）

３．引当⾦の計上基準
(1)貸倒引当⾦………………………………

(2)製品保証引当⾦…………………………

(3)⼯事損失引当⾦…………………………

決算期末⽇の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直⼊法に
より処理し、売却原価は移動平均法により算定）

総平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下
げ⽅法により算定）
個別法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げ
⽅法により算定）

建物 １５年 〜 ３８年
構築物 １０年 〜 ３０年

但し、平成10年4⽉1⽇以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに
平成28年４⽉１⽇以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額
法

機械及び装置 １０年 〜 １７年
⾞両運搬具 ４年
⼯具、器具及び備品  ２年 〜 １５年

債権の貸倒れによる損失に備えるため、⼀般債権については貸倒実績率に
より、破産更⽣債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、
回収不能⾒込額を計上しております。
製品販売後の無償補修費⽤の⽀出に充てるため、売上⾼に過去の実績率を
乗じた額を計上しております。
受注⼯事に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末未引渡⼯事のうち
損失の発⽣が⾒込まれ、かつ、その⾦額を合理的に⾒積もることができる
⼯事について、損失⾒込額を計上することとしております。

５年
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(4)退職給付引当⾦…………………………

４．収益及び費⽤の計上基準
完成⼯事⾼及び完成⼯事原価の計上基準

５．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
(1)ヘッジ会計の処理

(2)消費税等の会計処理⽅法
税抜⽅式によって処理しております。

貸借対照表に関する注記
１．担保に供している資産及び担保に係る債務

(1)担保に供している資産
①⼯場財団

建物
構築物
機械及び装置
⾞両運搬具
⼯具、器具及び備品
⼟地

②その他
建物
⼟地

 完成⼯事⾼の計上は、当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる⼯事契約については⼯事
進⾏基準（⼯事の進捗率の⾒積りは原価⽐例法）を、その他の⼯事契約については⼯事完成基準を適⽤しておりま
す。

 ⻑期借⼊⾦の⼀部について、取締役会決議に基づき将来の⾦利上昇リスクを軽減する⽬的で⾦利スワップ取引を
⾏っております。当該デリバティブ取引については、財務グループが実⾏管理を⾏い、特例処理（⾦利スワップを
時価評価せずに当該⾦利スワップに係る⾦銭の受払の純額を⾦利変換の対象となる負債に係る利息に加減する⽅
法）を採⽤しております。なお、特例処理の要件を満たす⾦利スワップ取引については、有効性の評価を省略して
おります。

72,689 千円
8,529
2,156

0
0

160,447
計 243,823 千円

322,457 千円
953,887

計 1,276,345 千円

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の⾒
込額に基づき計上しております。
①退職給付⾒込額の期間帰属⽅法
 退職給付債務の算定にあたり、退職給付⾒込額を当事業年度末までの期
間に帰属させる⽅法については、ポイント基準によっております。
②数理計算上の差異の費⽤処理⽅法
 数理計算上の差異は、各事業年度の発⽣時における従業員の平均残存勤
務期間以内の⼀定の年数(５年)による定額法により按分した額をそれぞれ
発⽣の翌事業年度から費⽤処理しております。
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(2)担保に係る債務
１年内返済予定の⻑期借⼊⾦
⻑期借⼊⾦

２．有形固定資産の減価償却累計額 千円

３．受取⼿形割引⾼ 千円

受取⼿形 千円
⽀払⼿形 千円
設備⽀払⼿形 千円
割引⼿形 千円

株主資本等変動計算書に関する注記
１．当期末における発⾏済株式の種類及び株式数

普通株式 株

２．当期末における⾃⼰株式の種類及び株式数
普通株式 株

(1)配当⾦⽀払額

(2)基準⽇が当期に帰属する配当のうち、配当の効⼒発⽣⽇が翌事業年度となるもの

（注）

469,700
895,800

計 1,365,500 千円
※なお、上記債務の他、割引⼿形債務が1,961,858千円存在しております。

6,518,440

1,961,858

53,504
202,217

486
175,861

771,606

4,395

３．配当に関する事項

（決議） 株式の種類
配当⾦の総額

（千円）
配当の原資 １株当たり配当額

（円） 基準⽇ 効⼒発⽣⽇

平成29年６⽉29⽇
定時株主総会

普通株式 23,016 利益剰余⾦ 3 平成29年3⽉31⽇ 平成29年6⽉30⽇

30 平成30年3⽉31⽇ 平成30年6⽉29⽇

（決議） 株式の種類
配当⾦の総額

（千円）
配当の原資 １株当たり配当額

（円） 基準⽇ 効⼒発⽣⽇

平成30年６⽉28⽇
定時株主総会

普通株式 23,016 利益剰余⾦

４．期末⽇満期⼿形の会計処理については、⼿形交換⽇をもって決済処理しております。
  なお、当期末⽇が⾦融機関の休⽇であったため、次の期末⽇満期⼿形が、期末残⾼に含まれております。

平成29年10⽉１⽇付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を⾏っております。平成30年３⽉期の１
株当たり期末配当⾦につきましては、当該株式併合の影響を考慮した⾦額を記載しております。株式併合
を考慮しない場合の平成30年３⽉期の１株当たり期末配当⾦は３円となり、１株当たり年間配当⾦は３円
となります。
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⾦融商品に関する注記
１．⾦融商品の状況に関する事項

(1) ⾦融商品に対する取組⽅針

(2) ⾦融商品の内容及びそのリスク

２．⾦融商品の時価等に関する事項
平成30年３⽉31⽇における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

(１)現⾦及び預⾦
(２)受取⼿形
(３)売掛⾦
(４)完成⼯事未収⼊⾦
(５)投資有価証券

(１)⽀払⼿形
(２)買掛⾦
(３)⼯事未払⾦
(４)１年内返済予定の⻑期借⼊⾦及び⻑期借⼊⾦

（注）⾦融商品の時価の算定⽅法並びに有価証券に関する事項
資産
(1)現⾦及び預⾦

  預⾦はすべて短期であるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。
(2)受取⼿形、(3)売掛⾦、(4)完成⼯事未収⼊⾦

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。
(5)投資有価証券

投資有価証券の時価については、証券取引所の市場価格によっております。

（単位：千円）
貸借対照表計上額 時価 差額

352,073 352,073 -                                 
335,741 335,741 -                                 
916,568 916,568 -                                 
852,045 852,045 -                                 

1,239,248 1,239,248 -                                 
資産計 3,695,677 3,695,677 -                                 

1,649,950 1,649,950 -                                 
457,539 457,539 -                                 
345,337 345,337 -                                 

1,434,950 1,434,462 △ 487
負債計 3,887,777 3,887,289 △ 487

 当社は、主に⾦属屋根製品の製造販売事業を⾏うための設備投資計画に照らして、必要な資⾦(主に銀⾏借⼊や
社債発⾏)を調達しております。⼀時的な余資は短期的な預⾦等に限定した運⽤をし、また、短期的な運転資⾦を
銀⾏借⼊により調達しております。デリバティブは、後述するリスクを回避するために利⽤しており、投機的な取
引は⾏わない⽅針であります。

 営業債権である受取⼿形、売掛⾦及び完成⼯事未収⼊⾦は、顧客の信⽤リスクにさらされております。投資有価
証券は、主に業務上の関係を有する会社の株式であり、市場価格の変動リスクにさらされております。
 営業債務である⽀払⼿形、買掛⾦及び⼯事未払⾦は、すべて１年以内の⽀払期⽇であります。借⼊⾦は、主に設
備投資に必要な資⾦の調達を⽬的としたものであり、償還⽇は決算⽇後、最⻑で５年後であります。このうち⼀部
は、変動⾦利であるため⾦利の変動リスクにさらされていますが、デリバティブ取引(⾦利スワップ取引)を利⽤し
てヘッジしております。
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負債
(1)⽀払⼿形、(2)買掛⾦、(3)⼯事未払⾦

  これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。
(4)１年内返済予定の⻑期借⼊⾦及び⻑期借⼊⾦

(5)デリバティブ取引

賃貸等不動産に関する注記
１．賃貸等不動産の状況に関する事項

２．賃貸等不動産の時価に関する事項
（単位：千円）

（注１） 貸借対照表計上額は、取得価額から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した⾦額であります。
（注２）

 ⾦利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている⻑期借⼊⾦と⼀体として処理されているた
め、その時価は当該⻑期借⼊⾦の時価に含めて記載しております（上記(４)参照）。

 当社では、⼭梨県その他の地域において、賃貸⽤の⼯場を有しております。また、将来の使⽤が⾒込まれていな
い遊休不動産（休⽌中の⼣張⼯場等）を有しております。

貸借対照表計上額 時価
671,704 790,900

当期末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて⾃社で算定した⾦額（指標等を⽤いて
調整を⾏ったものを含む。）であります。

 これらの時価については、元利⾦の合計額を同様の新規借⼊を⾏った場合に想定される利率で割り引いて算
定する⽅法によっております。変動⾦利による⻑期借⼊⾦は⾦利スワップの特例処理の対象とされており(下記
(5)参照)、当該⾦利スワップと⼀体として処理された元利⾦の合計額を同様の借⼊を⾏った場合に適⽤される合
理的に⾒積もられる利率で割り引いて算定する⽅法によっています。
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税効果会計に関する注記
(1)繰延税⾦資産及び繰延税⾦負債の発⽣の主な原因別の内訳

（流動項⽬)
繰延税⾦資産

原材料評価損
製品評価損
製品保証引当⾦
その他

繰延税⾦資産⼩計
評価性引当額
繰延税⾦資産合計

（固定項⽬）
繰延税⾦資産

貸倒引当⾦損⾦算⼊限度超過額
退職給付引当⾦
投資有価証券評価損
会員権評価損
減損損失
その他

繰延税⾦資産⼩計
評価性引当額
繰延税⾦資産合計

繰延税⾦負債
その他有価証券評価差額⾦

繰延税⾦負債合計
繰延税⾦負債の純額

(2)法定実効税率と税効果会計適⽤後の法⼈税等の負担率との差異の主な項⽬別の内訳
法定実効税率 ％

（調整）
交際費等永久に損⾦に算⼊されない項⽬
住⺠税均等割等
受取配当⾦益⾦不算⼊額
評価性引当額の増加額
その他

税効果会計適⽤後の法⼈税等の負担率

51,159 千円
14,531
7,734

23,416
96,841 千円

△ 49,451
47,390 千円

66,557 千円
135,518

3,362
28,406

403,045

333,090 千円

235
637,126 千円

△ 628,447
8,678 千円

30.8

5.7
21.7

△ 0.4
11.2

341,769 千円
341,769

0.1
69.1 ％
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第48期決算公告　元旦ビューティ工業株式会社

退職給付会計に関する注記
１．採⽤している退職給付制度の概要

２．確定給付制度
(1) 退職給付債務の期⾸残⾼と期末残⾼の調整表

退職給付債務の期⾸残⾼ 千円
  勤務費⽤
  数理計算上の差異の発⽣額
  退職給付の⽀払額
退職給付債務の期末残⾼ 千円

(2) 退職給付債務の期末残⾼と貸借対照表に計上された退職給付引当⾦の調整表
⾮積⽴型制度の退職給付債務
未積⽴退職給付債務
未認識数理計算上の差異
貸借対照表に計上された負債と資産の純額 千円

退職給付引当⾦
貸借対照表に計上された負債と資産の純額 千円

(3) 退職給付費⽤及びその内訳項⽬の⾦額
勤務費⽤
数理計算上の差異の費⽤処理額
確定給付制度に係る退職給付費⽤ 千円

(4) 数理計算上の計算基礎に関する事項
割引率

 当社は、勤務期間が２年以上の従業員が退職する場合に、当社退職⾦規程に基づきポイント制度により退職⾦を⽀
払うこととなっております。

2,002
△ 69,200

457,716

474,933
49,980

443,307

457,716

443,307

千円
457,716

△ 14,409

4,686
54,667

0.0

443,307

49,980 千円

％
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第48期決算公告　元旦ビューティ工業株式会社

関連当事者との取引に関する注記
役員及び個⼈主要株主等 （単位：千円）

（注１）
（注２）

（注３） 有限会社舩⽊板⾦⼯業との価格その他の取引条件は、市場価格を勘案し価格交渉の上、決定しております。
（注４） 当社役員舩⽊元旦及び舩⽊亮亮の近親者が議決権の100%を直接所有しております。
（注５） 当社役員舩⽊元旦の近親者が議決権の60%を直接所有しております。

１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 円 銭
１株当たり当期純利益 円 銭

（注）

重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

属性
会社等
の名称

議決権等
の所有

(被所有)
割合

関連当事者
との関係

取引の内容 取引⾦額

役員及び
その近親
者が議決
権の過半
数を所有
している
会社等

舩⽊商事
有限会社
（注４）

被所有
直接9.3%

事務所の賃借 事務所の賃借 17,328

15,276 1,498

⼯事材料費等 176

期末残⾼

流動資産その他 1,444

投資その他の資産
（敷⾦・保証⾦）

−

科⽬

取引⾦額には消費税等が含まれておらず、期末残⾼には消費税等が含まれております。
舩⽊商事有限会社との価格その他の取引条件は、近隣の市場相場等を勘案し価格交渉の上、決定しておりま
す。

4,814 10

6,950

有限会社
舩⽊板⾦

⼯業
（注5）

− ⼯事請負
⼯事外注費 ⼯事未払⾦

43 57
平成29年10⽉１⽇付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を⾏っております。当事業年度の期⾸に
当該株式併合が⾏なわれたと仮定し、1株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定しております。

−
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